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項目 内容 部署 

外来効率化の取り組み 

・ 他院からの紹介後、ID リンクの接続などの情報共有等について関係機関と協議 
・ 訪問診療を行う診療所などとの連携協力 
・ 近隣医療機関等の紹介状況について診療科別に整理 

地域連携部 

・ 造影検査後の抜針 
・ 診療放射線技師による超音波業務（腹部、乳腺、甲状腺、整形等） 

放射線課 

・ 臨床検査技師による心臓超音波検査担当 
・ 睡眠呼吸障害外来における問診など診療前対応 
・ CPAP 機器使用方法の説明、機器トラブル時の対応 
・ 採血を伴う際の静脈路（点滴ルートの）確保 
・ 発熱外来での鼻咽頭からのコロナやインフルエンザなどの検体採取 
・ 診察の前準備として SMBG（自己血糖測定）値の Web データの確認 
・ 臨床工学士による次回ペースメーカー外来日の予約やペースメーカーのチェック 

検査課 

臨床工学課 

・ 外来診察室のパソコンを順次更新し、電子カルテの操作性、処理能力を向上 
・ 問診タブレットの導入による、問診業務の効率化、患者待ち時間の短縮 

情報統計部 

医師の診療補助・ 事務補助 

・ 問診や検査説明 
・ 退院を支援するスタッフを配置 
・ 特定行為看護師を中心とした療養指導のための外来設置の取り組み 
・ 採血・ 検査を実施 
・ 血管造影等の検査、治療の介助 
・ 注射、採血、静脈路の確保 
・ 尿道カテーテルや胃管の留置・ 抜去 
・ 診察前の情報収集 
・ 内服の処方切れがないよう点検し、報告 
・ 検査の代行入力のため手順を作成し、取り組む 

看護部 

・ 動脈路に造影剤注入装置を接続（主に血管造影） 
・ 下部消化管造影剤及び空気を吸引 
・ 上部消化管鼻腔カテーテルからの造影剤注入 
・ 検査説明実施(病棟患者） 
・ 静脈路に造影剤注入装置を接続する際に静脈路を確保する行為および静脈路に放射線医薬品を

投与するための装置を接続するための行為、並びに投与が終わった後に抜針、止血を行う行為 

放射線課 

・ パニック値（生命に危険が及ぶ数値）報告 
・ 採血を伴う際の静脈路（点滴ルート）の確保 
・ 検査オーダー代行入力 
・ 人口呼吸器の設定、管理補助 
・ 睡眠呼吸障害外来における入院前説明 
・ 遠隔モニタリングによる CPAP 使用状況、ペースメーカー作動状況確認 
・ ペースメーカー外来における機器測定、次回検査計画および代行入力 
・ 肝炎ウイルス検査結果の報告 
・ 血管造影室での心臓冠動脈撮影検査や治療におけるセカンド業務を臨床工学士が担当 

検査課 

臨床工学課 

・ 転院患者の事前の情報共有について、関係機関、院内部署と協議 
・ 他院からの転院受入れに関する定期的な会議の開催 

地域連携部 

・ 診療録の代行入力 
・ 書類作成支援 
・ 診療予約の補助 
・ 入院中の病歴・ 治療の記録の作成支援 
・ 診療に係るデータの登録、整理 
・ 紹介状の迅速な返書作成の確認（病棟） 

医療サービス課 

・ 服薬指導を実施 
・ 入院持参薬を確認して服薬の代替案を提案 
・ 入院中服用薬の薬歴管理や処方提案 
・ 抗菌薬 TDM において、投与量設計、採血スケジュールの提案 
・ がん化学療法や生物学的製剤の治療計画書の管理および支援 
・ 周術期における薬学的管理を実施 
・ 麻酔科診察前に服用薬剤の確認と麻酔科医師へ連絡 
・ 外来院外処方の疑義照会対応 

薬剤課 

・ 疾患や栄養状態を評価し、適切な栄養管理と栄養指導の介入 
・ 初回栄養指導後、必要に応じて継続的な栄養指導の介入 
・ 入院中の食事提供において、疾患や口腔機能に応じた適切な食事オーダーを管理し、多職種と協議

しながら経口摂取移行や必要栄養量の維持を図る 

栄養課 

・ 医局秘書を配置して書類申請の代行や面談予約の対応 
・ 医局秘書による資格更新等の管理 
・ 図書検索システムを導入し情報収集の効率化 

診療部サポート室 

・ 医療情報共有アプリの導入で、スマホ確認（薬、画像、検査結果）による医師説明補助 
・ 医療情報共有アプリの導入で、診察予約通知による診察予約忘れを防止 
・ 検査レポートの結果確認状況を管理し、重要事象への速やかな対応 

情報統計部 

医療サービス課 

医師の長時間労働の改善 
・ 勤怠管理システムで勤務状況を把握し、長時間労働者との面談 
・ 医師の要望や意見を聴く機会を設置 
・ 遠隔操作による院外からのカルテ操作 

総務人事部 

診療部サポート室 

有給休暇の取得の推進 
・ 有給休暇の計画的付与、連続休暇の取得を推進 
・ 長期休暇取得制度の導入 

当直明けの負担軽減対策 
・ 当直明け職免の導入検討 
・ インターバル確保のための代償休息の導入検討 
・ 手術前日に宿直にならないためのシフト組みを検討 

短時間正職員制度の導入 
・ 多様な勤務形態（短時間勤務等）の選択が可能 
・ 夜勤、時間外勤務の制限が可能 

医師の確保 ・ 優秀な医師の増員を図り、相対的に負担の軽減 

 


